
高 浜 町 家 族 介 護 支 援 金 支 給 事 業 実 施 要 綱  

 

令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日  

 

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、 要 介 護 高 齢 者 （ 以 下 「 要 介 護 者 」 と い

う 。 ） を 在 宅 介 護 し て い る 介 護 者 に 対 し 、 家 族 介 護 支 援 金 を

支 給 す る こ と に よ り 、 介 護 者 の 身 体 的 、 精 神 的 及 び 経 済 的 負

担 を 軽 減 す る と と も に 、 高 齢 者 に 対 す る 扶 養 意 識 を 高 揚 し 、

も っ て 在 宅 福 祉 の 向 上 に 資 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、

当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

（ １ ）  要 介 護 高 齢 者  町 内 に 住 所 を 有 し か つ 現 に 居 住 し 、

介 護 保 険 法 （ 平 成 ９ 年 法 律 第 １ ２ ３ 号 ） 第 ２ ７ 条 に 規 定 す

る 要 介 護 認 定 に お い て 要 介 護 ４ 以 上 と 判 定 さ れ た 満 ６ ５ 歳

以 上 の 者  

（ ２ ）  介 護 者  町 内 に 住 所 を 有 し か つ 現 に 居 住 し 、 要 介 護

者 を 介 護 す る 者 の う ち 主 た る 介 護 従 事 者 で あ っ て 、 要 介 護

者 の 配 偶 者 又 は ３ 親 等 以 内 の 親 族 で あ る も の  

 

（ 申 請 ）  

第 ３ 条  家 族 介 護 支 援 金 の 支 給 を 受 け よ う と す る 介 護 者 （ 以 下

「 申 請 者 」 と い う 。 ） は 、 高 浜 町 家 族 介 護 支 援 金 支 給 申 請 書

（ 様 式 第 １ 号 ） を 町 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 支 給 の 決 定 ）  

第 ４ 条  町 長 は 、 前 条 の 申 請 書 を 受 理 し た と き は 、 そ の 内 容 を

審 査 し 、 支 給 を 適 当 と 認 め る 場 合 は 高 浜 町 家 族 介 護 支 援 金 支

給 決 定 通 知 書 （ 様 式 第 ２ 号 ） を 、 支 給 を 不 適 当 と 認 め る 場 合

は 高 浜 町 家 族 介 護 支 援 金 支 給 申 請 却 下 通 知 書 （ 様 式 第 ３ 号 ）

を 当 該 申 請 者 宛 て に 通 知 す る も の と す る 。  

２  支 給 期 間 は 、 原 則 と し て 、 申 請 書 を 提 出 し た 日 の 属 す る 月

の 翌 月 か ら 支 給 す べ き 事 由 が 消 滅 し た 日 の 属 す る 月 ま で と す

る 。  

 

（ 支 給 額 ）  



第 ５ 条  こ の 事 業 に よ り 支 給 す る 家 族 介 護 支 援 金 は 、 次 の と お

り と す る 。  

（ １ ）  対 象 者 の 属 す る 世 帯 が 市 町 村 民 税 非 課 税 の 場 合 は 、  

月 額 ８ ， ０ ０ ０ 円  

（ ２ ）  対 象 者 の 属 す る 世 帯 が 市 町 村 民 税 課 税 の 場 合 は 、 月   

額 ４ ， ０ ０ ０ 円  

 

（ 支 給 の 時 期 及 び 方 法 ）  

第 ６ 条  家 族 介 護 支 援 金 の 支 給 の 時 期 は 、 次 に 掲 げ る 区 分 に よ

る も の と し 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る 月 数 分 を 支 給 す る も

の と す る 。 た だ し 、 認 定 の 効 力 が 遡 及 し た こ と そ の 他 や む を

得 な い 事 由 に よ り そ の 支 給 す べ き 時 期 （ 第 １ 号 又 は 第 ２ 号 に

定 め る 時 期 に 限 る 。 )に 支 給 で き な か っ た と き は 、 第 ２ 号 又

は 第 ３ 号 に 定 め る 時 期 の う ち 次 に 到 来 す る 時 期 に 支 給 す る こ

と が で き る 。  

（ １ ）  ８ 月  ４ 月 分 か ら ７ 月 分 ま で  

（ ２ ）  １ ２ 月  ８ 月 分 か ら １ １ 月 分 ま で  

（ ３ ）  ４ 月  前 年 １ ２ 月 分 か ら ３ 月 分 ま で  

 

（ 変 更 の 届 出 ）  

第 ７ 条  申 請 者 は 、 要 介 護 者 及 び 申 請 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か

に 該 当 す る と き は 、 高 浜 町 家 族 介 護 支 援 金 支 給 異 動 届 （ 様 式

第 ４ 号 ） を 町 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

（ １ ）  住 所 若 し く は 居 住 地 又 は 氏 名 を 変 更 し た と き 。  

（ ２ ）  世 帯 の 課 税 状 況 が 変 更 さ れ た と き 。  

（ ３ ）  施 設 等 へ の 入 所 、 入 居 又 は 入 院 が 連 続 し て ３ か 月 を

超 え 、 在 宅 の 見 込 が 立 た な い と き 。  

（ ４ ）  要 介 護 者 が 死 亡 し た と き 。  

（ ５ ）  申 請 者 が 死 亡 等 の 理 由 に よ り 介 護 を や め た と き 。  

（ ６ ）  要 介 護 者 で な く な っ た と き 。  

（ ７ ）  辞 退 す る と き 。  

（ ８ ）  そ の 他 支 給 の 廃 止 に 該 当 す る と き 。  

 

（ 支 給 の 廃 止 ）  

第 ８ 条  町 長 は 、 要 介 護 者 及 び 申 請 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る と き は 、 高 浜 町 家 族 介 護 支 援 金 支 給 廃 止 決 定 通 知 書

（ 様 式 第 ５ 号 ） を 申 請 者 に 通 知 す る も の と す る 。  



（ １ ）  前 条 第 ３ 号 か ら 第 ８ 号 ま で の い ず れ か に 該 当 す る と

き 。  

（ ２ ）  詐 欺 又 は 不 正 な 手 段 に よ る 受 給 、 そ の 他 町 長 が 公 益

上 不 適 当 と 認 め る と き 。  

 

（ 返 還 ）  

第 ９ 条  町 長 は 、 錯 誤 又 は 不 正 の 手 段 に よ り 、 申 請 者 が 家 族 介

護 支 援 金 の 支 給 を 受 け た と 認 め ら れ る と き は 、 そ の 者 に 対

し 、 家 族 介 護 支 援 金 の 全 部 又 は 一 部 を 返 還 さ せ る こ と が で き

る 。  

 

（ 委 任 ）  

第 １ ０ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、 必 要 な 事 項 は 、 町 長

が 別 に 定 め る 。  

 

附  則  

１  こ の 告 示 は 、 令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 告 示 の 施 行 の 際 、 現 に 改 正 前 の 高 浜 町 家 族 介 護 支 援 金

支 給 事 業 実 施 要 綱 第 ４ 条 の 規 定 に よ り 、 支 給 決 定 を 受 け て い

る 者 は 、 改 正 後 の 高 浜 町 家 族 介 護 支 援 金 支 給 事 業 実 施 要 綱 第

４ 条 の 規 定 に よ り 支 給 決 定 を さ れ た 者 と み な す 。  

 （ 高 浜 町 家 族 介 護 支 援 金 支 給 事 業 事 務 取 扱 い 要 領 の 廃 止 ）  

３  高 浜 町 家 族 介 護 支 援 金 支 給 事 業 事 務 取 扱 い 要 領 は 、 廃 止 す

る 。  

  


